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□ごあいさつ

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ． 環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ． 創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ． 建築施工時の廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、

リサイクル率の向上に努めます。

４ ． 適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ． 環境に配慮した工事に努めます。

６ ． 地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

７ ． 一般廃棄物の削減に努めます。

８ ． グリーン商品購入を推進します。

９ ． 本方針を全従業員及び協力会社社員に周知させ、社外へも公開します。

　　私たち株式会社浜田組では、「都市のクオリティを創る」を企業スローガンに掲げ、これまでに

　　数多くの環境創造の実績を積み重ねてまいりました。そして、この度エコアクション21を活用し、

　　地球環境にやさしい企業としての取り組みを開始することに致しました。

　　この取り組みを全従業員に周知徹底し、一丸となって地域環境や社会資本の向上発展に貢献して

　　参ります。

環境経営方針

　本業である建設工事業を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に
自主的・積極的に行動し、そして、継続的に改善活動に取り組んでまいります。

改定日： 2018年4月1日

代表取締役社長 濱田心平

制定日： 2017年8月1日
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□組織の概要 更新日：
１） 名称及び代表者名

株式会社浜田組
代表取締役社長　濱田　心平

２） 所在地
本社･倉庫･寮 兵庫県伊丹市大鹿7丁目65番地
豊中支店 大阪府豊中市蛍池中町2丁目1番6号

３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 総務部課長　 中西　正則 TEL：072-779-9666
担当者 総務部 柳澤　伊斗子 TEL：072-779-9666

４） 事業内容
総合建設業及び不動産業

５） 事業の規模
売上高 億 円 (2019年度)

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 株式会社浜田組
対象事業所： 本社･倉庫･寮

豊中支店

対象外： なし
活動： 総合建設業及び不動産業

□事業や製品（商品）の紹介

2020年5月31日

10.8
本社･倉庫･寮 豊中支店 合計

18 1 19
1314.89 30.6 1345.49

杜若寺納骨堂新築工事伊丹市立桜台小学校プール移設工事

名塩道路大西地区改良工事 正善寺庫裏改修工事

2 ページ



□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

 環境管理責任者

環境事務局

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

kg
トン
㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の調整後の係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

2020年5月31日

社長 濱田心平

中西正則

栁澤伊斗子

・環境経営方針の策定・見直し
・環境経営目標・環境経営計画書を承認

事務部 営業部 工事部 工事現場 豊中支店

役割・責任・権限
代表者（社長） ・環境経営に関する統括責任

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

・環境活動の取組結果を代表者へ報告
・環境経営レポートの確認

環境事務局 ・環境管理責任者の補佐、の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境経営レポートの承認
環境管理責任者 ・環境経営システムの構築、実施、管理

・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計
・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施
・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・自部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

環境事務局 ・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

項　目 2017年 2018年 2019年

二酸化炭素総排出量 58,748 50,770 45,198
廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 393 1,177 1,055
　産業廃棄物排出量 1352 1975 695
総排水量 423 595 435

0.496
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□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇

〇
〇

〇

✕

〇

(注）灯油を工事現場事務所の暖房用として使用していますが、使用量が少なく削減が困難なため、目標設定しておりません。

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減（事務所）

電力による二酸化炭素削減（工事現場）

LPGによる二酸化炭素削減

自動車燃料による二酸化炭素削減

一般廃棄物の削減

（実績） （目標） （実績） （目標） （目標）

電力による二酸化炭素削減
（事務所）

kg-CO2 32,777 32,121 23,850

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

基準年 2019年 評
価

2020年 2021年

基準年度比 2017年 98% 73% 97% 96%

31,793 31,466

7,600電力による二酸化炭素削減
（工事現場）

kg-CO2 7,917 7,758 6,135 7,679

基準年度比 2017年 98% 77% 97% 96%
LPGによる二酸化炭素削減 kg-CO2 747 732 439 725 717

基準年度比 2017年 98% 59% 97% 96%
自動車燃料による二酸化炭
素削減

kg-CO2 17,218 16,874 14,639 16,701 16,529
基準年度比 2017年 98% 85% 97% 96%

0.96

56,312

一般廃棄物の削減
kg 1,177 1,165 1,055 1,153 1,142

二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 58,658 57,485 45,064 56,898

基準年度比 2018年 99% 98% 97%
173

90%
混合廃棄物の削減 ｔ 180 176 116 175

基準年度比 2017年 0.98 65% 0.97
水道水の削減（本社） ㎥ 325 309 335

基準年度比 2017年 95% 103% 96% 95%
312 309

グリーン購入の推進 % ー 45% 50% 45% 45%

環境に配慮した工事の推進
行動目標（次項による）

(実績把握開始） （金額率）

○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 ○ LEDの効果がかなりでている。限界はあると思うが、この調子で来期も少し

でも前期より使用量が少なくなるよう努力する。・空調温度の適正化（冷房２8℃　暖房２0℃） ○
・不要照明の消灯 ○
・待機時間短縮

・
・ 　

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 ○ 月次評価では達成できていない月もあるが、１年を通しては、大幅に達成で

きてよかった。工事の受注により増減するので注意が必要。来期も体調管
理をしつつ、空調温度や消灯を徹底する。

・空調温度の適正化（冷房２8℃　暖房２0℃） ○
・不要照明の消灯 ○
・

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 1年を通して、かなり達成できた。特に後半は冬季にもかかわらず、毎月達
成できているのは評価できる。来期も引き続き温水温度の管理を徹底する。・温水温度の適正化 ○

・蒸気・温水配管の保温修理 ×
・ 　
・ 　

数値目標 ○ 通年では、かなり削減できた。今期、軽トラック1台を更新。低燃費車ではな
いが、新しくなるので燃費はよくなる。来期に2台更新予定なので、さらに削
減できればと思います。

・アイドリングストップ ○
・効率的なルートで移動 ○
・ドライブレコーダーの導入 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容
数値目標 ○ 通年では達成できたものの、月次評価が達成できていない月が半分あるの

で
月次評価も達成できるように、特に紙類の分別を行う。

・実積把握をスタート ○
・分別の徹底 ○
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混合廃棄物の削減

水道水の削減（本社）

グリーン購入の推進

環境に配慮した工事の推進

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：通報訓練、消火訓練、避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子
寮2階の居室にて火災発生の想定、
火災対応手順書に基づき大橋防災社と共に放水ポンプ、
消火器の使用手順も確認する。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 工事の受注と深く関係してくるが、今年度は通年で達成できた。
来期も通年での達成を目標とする。・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

・素材別ボックスの設置 ○
・リサイクル業者の開拓 ○

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標

　

× 通年で、3％増加。もう少し、意識して節水に努める。
・節水シールの貼り付け ○

　

達成状況

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

・街並み景観に配慮した工事の取組 ○ 近隣の景観や環境に配慮するため、仮囲い万能塀などに県や市のマスコッ
トキャラクターを使用する。・工事施工中、施工後における大気質や水質

等の環境の質の管理
○

　

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 ○ 通年で50％、月次評価でも6カ月は達成できているので、
来期も目標は45％とする。・事務用品グリーン購入 △

　
　
　

適用される法規制
廃棄物処理法

遵守状況
〇

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃プラ、廃ガラス、廃油等）

〇
〇
〇

解体工事、建設副産物
空気圧縮機、送風機
空気圧縮機

フロン排出抑制法 業務用空調機の簡易点検

建設リサイクル法
騒音規制法
振動規制法

〇
〇

濱田心平・朴元淳・尾﨑嘉明・橋詰正彦・髙橋良
郎・小林弘幸・中川秀晴・中西正則・坂口由利子・

柳澤伊斗子
　　　　　　放水ポンプ･消火器の使用手順の確認

出火場所によって、避難経路が変わるので何パターンかを確認した。

顧客要求事項
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

令和1年9月6日 本社

品質管理　
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

トイレ改修（節水型） トイレ改修（節水型） コピー機節電表示

LED電球へ変更（1F及び2F） 室内温度の社内啓発 エアコンの更新

現場事務所のステッカー等掲示

□編集後記
意識改革の成果か、大幅に削減できた項目もあり、来期も継続して注意喚起していく。

環境活動の結果、目標を達成できている項目が多く、省エネなど各種取組の効果が数字として反映されている。
今後も目標を達成できるよう。様々なアイデアを出して社内啓発や注意喚起を継続していく。

2020年5月31日代表取締役社長　濱田　心平
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